
地理Ｂ（自宅学習プリント 12） 航空機・造船 

 

１ 航空機産業…ハイテク産業＋アルミニュウム工業、晴天（大きな格納庫：工場） 

        →先端技術が集約された組み立て工業→国際分業  教科書 p.144を参照 

   アメリカのボーイング社とヨーロッパのエアバス社で民間航空機の生産を二分している。 

2018年の納入機数→ボーイング社 806機  エアバス社 800機 

     2019年の納入機数→ボーイング社 380機  エアバス社 863機 

      ※2019年は「BOEING737MAX」の 2度の墜落事故が影響 

(1)アメリカの航空機産業都市…地図帳 p.78を参照 

   太平洋岸の（         ）、（         ） 

 

   ※航空・宇宙産業が発達…（         ） 

                →ＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）の本部がある 

     地図帳 p.71，p.72で、ジョンソン宇宙センターとケネディ宇宙センターを確認しよう。 

       ジョンソン宇宙センター…（         ）→シリコンプレーン 

       ケネディ宇宙センター…オーランド→エレクトロニクスベルト 

(2)ヨーロッパの航空機産業…教科書 p.284，p.285を参照 

エアバス社…（      ）（      ）（      ）（      ）の 4カ国が設立 

   最終組立地…（          ） 

 

 

２ 造船業 

地図帳 p.154を参考にして、下の表のＡ～Ｃの国名を答えよ。 

造船竣工量（100総トン以上の鋼船）          単位：千総トン 
 

1980 1990 2000 2010 2016 2017 2018 

Ａ 30  404  1,484  36,437  22,355  23,834  23,151  

Ｂ 6,094  6,663  12,001  20,218  13,309  13,074  14,526  

Ｃ 522  3,441  12,218  31,698  25,035  22,427  14,320  

 

Ａ        Ｂ        Ｃ    

 

 


